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D ばね定数k.tk の軽い ばねを |磕向かっ四
一

図のように 直列 と 並列 につない
で はト 「

自然長 t.orgた

ずつ 準備 した
。 図 の ように 自然長 の状態でばね定数 k のばね

を 壁 2 物体 A に つなげる 。
ここ に 物体 B

に 鼽。 m※詠 が鸝、
準た鼺が熱烈な

質量

が 一番 縮んだとき の ばねの 縮み は いくらか
。

宵 や A の 位置と 時刻 t の 関数 として

この それぞれ を 1つ の ばね と して みたときの xt 竹 ) にせよ 。
ただし 、

4動空の
とき にた 。

ばね 定数 を ka と 名 を 求めた と する 。



 

D ostinato いっり合い の 位置からさらに dだけ 下方 に

ひっぱり 、 静かに離した 。
この後の物体の速さ自魍 る! f 、最大値 は いくら になる か

。b.mu
x

図のように ばね定数k の 軽ばね を

天井に とりつけ 、
逆端に 質量m の

物体を とりつけ た 。

に 物体が 静止している とき 。 つり合いの 位置を
求めよ 。 ただし

、

自然長 の位置を 2= 0
と し

、 下方 に )( 正 を とる
。



 

ii) 時刻 七の とき の A . B の 位置 、
速度を それぞれ

Mf、 M2
k Nt 、 UA

、
つ(B

.

で3 と する
一一回

、_ が
い た とm の 間の関係式を 導けO kd

L

←-3 な結果から 重心 の 満たす 条件を道の
自然長

質量 mf いる の 物体 A とB を
、
ばね と 重心 から 見た A .

B は それぞれ 単振動 して いる
。

定数にの 軽い ばねでつなぐ。 外力 を 加 その 周期 と mm 。 最大 値 を それぞれ

た、 自然長し から dだけ 縮めて た。 求める 。

に そっと 離した 。 t.io の とき の A の位置
を つく と したとき

、
以下の 問い に答えの


